
議案第１号

令和７年度和歌山市一般会計補正予算 (第４号)

令和７年度和歌山市一般会計補正予算 (第４号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９４, ５６７千円を追加し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１６２, １７１, ４８３千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

(債務負担行為の補正)

第２条 債務負担行為の追加は､ ｢第２表 債務負担行為補正｣ による｡

(地方債の補正)

第３条 地方債の追加変更は､ ｢第３表 地方債補正｣ による｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第４号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

11 地 方 交 付 税 １８,６００,０００ ８５,０６２ １８,６８５,０６２

１ 地 方 交 付 税 １８,６００,０００ ８５,０６２ １８,６８５,０６２

15 国 庫 支 出 金 ３９,３６１,９９３ ４４,６２７ ３９,４０６,６２０

１ 国 庫 負 担 金 ２７,５２４,０１７ ９３４ ２７,５２４,９５１

２ 国 庫 補 助 金 ３,４８５,７７２ ６,４８６ ３,４９２,２５８

３ 国 庫 交 付 金 ８,３２７,６８２ ３４,８７５ ８,３６２,５５７

４ 国 庫 委 託 金 ２４,５２２ ２,３３２ ２６,８５４

16 県 支 出 金 １２,９８９,３７４ ２,７７０ １２,９９２,１４４

２ 県 補 助 金 ２,８１９,７５８ ２,７７０ ２,８２２,５２８

18 寄 附 金 ２,８８７,０４０ ３,０６６ ２,８９０,１０６

１ 寄 附 金 ２,８８７,０４０ ３,０６６ ２,８９０,１０６

19 繰 入 金 １,１４６,０６８ △３６,２４９ １,１０９,８１９

１ 基 金 繰 入 金 １,０３７,２１１ △３６,２４９ １,０００,９６２

21 諸 収 入 ２,６２６,３７８ ３,３９１ ２,６２９,７６９

７ 雑 入 １,１８６,０９０ ３,３９１ １,１８９,４８１

22 市 債 ７,４３２,８００ ９１,９００ ７,５２４,７００

１ 市 債 ７,４３２,８００ ９１,９００ ７,５２４,７００

歳 入 合 計 １６１,９７６,９１６ １９４,５６７ １６２,１７１,４８３
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歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

２ 総 務 費 １３,０５５,１０１ １４,３８２ １３,０６９,４８３

１ 総 務 管 理 費 ８,１０８,７９２ ２,１６１ ８,１１０,９５３

４ 戸籍住民基本
台 帳 費 ７９３,９９５ ２,３３２ ７９６,３２７

７ 文化スポーツ費 １,２００,８５０ ９,８８９ １,２１０,７３９

３ 民 生 費 ８０,３４７,９８３ １８,３６５ ８０,３６６,３４８

１ 社 会 福 祉 費 ３３,３４０,２４８ １８,３６５ ３３,３５８,６１３

４ 衛 生 費 ９,８０４,１８８ ３４,０５５ ９,８３８,２４３

１ 保 健 衛 生 費 ４,２６５,４９７ １１,８０７ ４,２７７,３０４

３ 環 境 保 全 費 ４４６,３８８ ２２,２４８ ４６８,６３６

５ 農林水産業費 １,０３８,８８０ ３８０ １,０３９,２６０

１ 農 業 費 ７４８,９６６ ３８０ ７４９,３４６

６ 商 工 費 ３,８５０,１７３ ２５,０１５ ３,８７５,１８８

２ 観 光 費 ９７５,１４４ ２５,０１５ １,０００,１５９

７ 土 木 費 ９,８５１,４２１ ２,９７７ ９,８５４,３９８

７ 下 水 道 費 ５６３,６９２ ２,９７７ ５６６,６６９

８ 消 防 費 ５,４１７,８８１ ３,４５６ ５,４２１,３３７

１ 消 防 費 ５,４１７,８８１ ３,４５６ ５,４２１,３３７

９ 教 育 費 １０,３５２,１０２ ７２,６６６ １０,４２４,７６８

１ 教 育 総 務 費 ２,３２１,１９３ ９９０ ２,３２２,１８３

２ 小 学 校 費 ２,８３４,９９４ ７１,６７６ ２,９０６,６７０

12 諸 支 出 金 ９,００７,０２０ ２３,２７１ ９,０３０,２９１

１ 公 営 企 業 費 ８,７９３,５１１ ２３,２７１ ８,８１６,７８２

歳 出 合 計 １６１,９７６,９１６ １９４,５６７ １６２,１７１,４８３
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第２表

債 務 負 担 行 為 補 正

１ 追 加 (単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

小学校給食民間委託事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ０ 年 度
６２２,８２７

合 計 ６２２,８２７

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

若竹学級運営委託事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ０ 年 度
１,９２２,０７０

合 計 １,９２２,０７０

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

学校給食第一共同調理場調理業務委託事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ０ 年 度
１３３,４７５

合 計 １３３,４７５



― 15 ―

第３表

地 方 債 補 正

１ 追 加 (単位 千円)

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

小学校施設解
体撤去事業 64,500 証書借入又

は債券発行

年4.0％以内 (ただし､
利率見直し方式で借り入
れる政府資金及び地方公
共団体金融機構資金につ
いて､ 利率の見直しを行っ
た後においては､ 当該見
直し後の利率)

政府その他の資金の借入
れについては､ その融通条
件による｡ ただし､ 市財政
の都合により据置期間及び
償還期限を短縮し､ 又は繰
上償還若しくは低利に借り
換えることができる｡

計 64,500

２ 変 更 (単位 千円)

起債の目的
補 正 前 補 正 後

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法

和歌山城公園
整備事業 5,500 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

6,800 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

下水道施設管
理事業 21,000 〃 〃 〃 23,900 〃 〃 〃

水道事業会計
出資金 864,800 〃 〃 〃 888,000 〃 〃 〃

計 7,432,800 7,460,200



議案第２号

令和７年度和歌山市卸売市場事業特別会計補正予算 (第１号)

令和７年度和歌山市卸売市場事業特別会計補正予算 (第１号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８０５, ４２７千円を追加し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２, ３１３, ３４１千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

(地方債の補正)

第２条 地方債の変更は､ ｢第２表 地方債補正｣ による｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第１号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

２ 国 庫 支 出 金 ２４９,５１３ ７６,６２７ ３２６,１４０

１ 国 庫 交 付 金 ２４９,５１３ ７６,６２７ ３２６,１４０

６ 市 債 ５７３,７００ ７２８,８００ １,３０２,５００

１ 市 債 ５７３,７００ ７２８,８００ １,３０２,５００

歳 入 合 計 １,５０７,９１４ ８０５,４２７ ２,３１３,３４１

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 卸 売 市 場 費 １,３００,９９０ ８０５,４２７ ２,１０６,４１７

１ 卸 売 市 場 費 １,３００,９９０ ８０５,４２７ ２,１０６,４１７

歳 出 合 計 １,５０７,９１４ ８０５,４２７ ２,３１３,３４１
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第２表

地 方 債 補 正

１ 変 更 (単位 千円)

起債の目的
補 正 前 補 正 後

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法

卸売市場整備
事業 573,700 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

1,302,500 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

計 573,700 1,302,500



議案第３号

令和７年度和歌山市水道事業会計補正予算 (第１号)

第１条 令和７年度和歌山市水道事業会計の補正予算は､ 次に定めるところによる｡

第２条 令和７年度和歌山市水道事業会計予算 (以下 ｢予算｣ という｡ ) 第２条第４号を次のよ

うに改める｡

� 主要な建設改良事業

配水管整備事業 ３,９２２,５３６千円

配水施設整備事業 ３２３,６８１千円

原浄水施設新設改良事業 １,４２６,０９９千円

第３条 予算第４条本文括弧書中 ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３, ９５５,

８４６千円｣ を ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３, ９６９, ８５７千円｣ に､

｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４８５, ３９１千円､ 過年度分損益勘定留

保資金２０２, ４４９千円､ 当年度分損益勘定留保資金２, ９０１, ４９２千円及び当年度利

益剰余金処分額３６６, ５１４千円｣ を ｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４

９３, ８５３千円､ 過年度分損益勘定留保資金３２８, ５２３千円､ 当年度分損益勘定留保資

金２, ９０１, ４９２千円及び当年度利益剰余金処分額２４５, ９８９千円｣ に改め､ 資本的

収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 水道事業資本的収入 ４,３７５,８７１千円 △７９,０７１千円 ４,４５４,９４２千円

第１項 企 業 債 ３,０９９,３００千円 ５５,８００千円 ３,１５５,１００千円

第２項 出 資 金 ８６４,８８６千円 ２３,２７１千円 ８８８,１５７千円

支 出

第１款 水道事業資本的支出 ８,３３１,７１７千円 ９３,０８２千円 ８,４２４,７９９千円

第１項 建 設 改 良 費 ５,６１３,３３６千円 ９３,０８２千円 ５,７０６,４１８千円

第４条 予算第６条の表を次のように改める｡
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起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

配 水 管
整 備 事 業

配 水 施 設
整 備 事 業

施 設
整 備 事 業

千円

２,１８８,４００

７１,７００

８９５,０００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
７年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年４.０％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換
えることができる｡



第５条 予算第１１条中 ｢３６６, ５１４千円｣ を ｢２４５, ９８９千円｣ に改め､ 次のように

処分するものとする｡

� 減 債 積 立 金 ２４５,９８９千円

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第４号

令和７年度和歌山市公共下水道事業会計補正予算 (第２号)

第１条 令和７年度和歌山市公共下水道事業会計の補正予算は､ 次に定めるところによる｡

第２条 令和７年度和歌山市公共下水道事業会計予算 (以下 ｢予算｣ という｡ ) 第２条第４号を

次のように改める｡

� 主要な建設改良事業

管渠整備事業 ３,１０６,０６６千円

ポンプ場整備事業 ８８８,７５９千円

処理場整備事業 １,３２０,８３５千円

第３条 予算第４条本文括弧書中 ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５, ２８０,

４４６千円｣ を ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５, ２８４, １４６千円｣ に､

｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２３４, ２２３千円､ 当年度分損益勘定留

保資金３, ８９４, ３３７千円､ 繰越利益剰余金処分額２５７, ４２５千円及び当年度利益剰

余金処分額８９４, ４６１千円｣ を ｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２３７,

８５９千円､ 当年度分損益勘定留保資金３, ８９４, ３３７千円､ 繰越利益剰余金処分額２５

７, ４２５千円及び当年度利益剰余金処分額８９４, ５２５千円｣ に改め､ 資本的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 下水道事業資本的収入 ７,５４９,４８８千円 ３６,３００千円 ７,５８５,７８８千円

第１項 企 業 債 ３,９７４,０００千円 ３６,３００千円 ４,０１０,３００千円

支 出

第１款 下水道事業資本的支出 １２,８２９,９３４千円 ４０,０００千円 １２,８６９,９３４千円

第１項 建 設 改 良 費 ５,２７７,５１５千円 ４０,０００千円 ５,３１７,５１５千円

第４条 予算第６条の表を次のように改める｡

第５条 予算第１１条中 ｢１, １５１, ８８６千円｣ を ｢１, １５１, ９５０千円｣ に改め､ 次
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起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

公共下水道
事 業

公共下水道
事業借換債

資 本 費
平 準 化 債

千円

２,７７８,７００

４５１,４００

７８０,２００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
７年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年４.０％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換
えることができる｡



のように処分するものとする｡

� 減 債 積 立 金 １,１５１,９５０千円

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第５号

和歌山市教育機関支援等基金条例の制定について

和歌山市教育機関支援等基金条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市教育機関支援等基金条例

(設置)

第１条 地域再生法 (平成１７年法律第２４号) 第５条第１５項の規定による認定を受けた和歌

山市まち・ひと・しごと創生推進計画に記載のまち・ひと・しごと創生寄附活用事業 (同法第

１３条の３の寄附について同条の規定による課税の特例の適用があるものに限る｡ ) のうち､

本市と連携し､ 協力する教育機関等の支援及び教育関連事業の推進に要する経費の財源に充て

るため､ 和歌山市教育機関支援等基金 (以下 ｢基金｣ という｡ ) を設置する｡

(積立て)

第２条 基金として積み立てる額は､ 予算で定める｡

(管理)

第３条 基金に属する現金は､ 金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しな

ければならない｡

(運用益金の処理)

第４条 基金の運用から生ずる収益は､ 基金に繰り入れるものとする｡

(処分)

第５条 基金は､ 第１条の目的を達成するための必要な経費に充てる場合に限り､ 処分すること

ができる｡

(繰替運用)

第６条 市長は､ 財政上必要があると認めるときは､ 確実な繰戻しの方法､ 期間及び利率を定め

て､ 基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができる｡

(委任)

第７条 この条例に定めるもののほか､ 基金の管理に関し必要な事項は､ 市長が別に定める｡

附 則

この条例は､ 公布の日から施行する｡
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議案第６号

和歌山市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市印鑑条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市印鑑条例の一部を改正する条例

和歌山市印鑑条例 (昭和４７年条例第６号) の一部を次のように改正する｡

第１３条中 ｢第１２条の２第４項第２号ロ｣ を ｢第１２条の２第４項第３号ロ｣ に改める｡

附 則

この条例は､ 電気通信事業法及び日本電信電話株式会社等に関する法律の一部を改正する法律

(令和７年法律第４６号) の施行の日から施行する｡
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議案第７号

和歌山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

和歌山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個

人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条

例

和歌山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個

人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例 (平成２７年条例第５１号) の一部を次のよ

うに改正する｡

別表２の項を削り､ 同表３の項中 ｢身体障害者手帳関係情報｣ を ｢身体障害者福祉法 (昭和２

４年法律第２８３号) による身体障害者手帳の交付及びその障害の程度に関する情報 (以下 ｢身

体障害者手帳関係情報｣ という｡ ) ｣ に､ ｢精神障害者保健福祉手帳関係情報｣ を ｢精神保健及

び精神障害者福祉に関する法律 (昭和２５年法律第１２３号) による精神障害者保健福祉手帳の

交付及びその障害の程度に関する情報 (以下 ｢精神障害者保健福祉手帳関係情報｣ という｡ ) ｣

に改め､ 同項を同表２の項とし､ 同表４の項を同表３の項とし､ 同表５の項中 ｢児童扶養手当法

｣ の次に ｢ (昭和３６年法律第２３８号) ｣ を加え､ 同項を同表４の項とし､ 同表６の項を同表

５の項とし､ 同表７の項中 ｢介護保険法｣ の次に ｢ (平成９年法律第１２３号) ｣ を加え､ ｢年

金給付関係情報｣ を ｢国民年金法 (昭和３４年法律第１４１号) ､ 私立学校教職員共済法､ 厚生

年金保険法 (昭和２９年法律第１１５号) ､ 国家公務員共済組合法若しくは地方公務員等共済組

合法による年金である給付の支給又は保険料の徴収に関する情報｣ に改め､ 同項を同表６の項と

し､ 同表８の項中 ｢特別児童扶養手当等の支給に関する法律｣ の次に ｢ (昭和３９年法律第１３

４号) ｣ を加え､ 同項を同表７の項とし､ 同表９の項を同表８の項とし､ 同表中１０の項から１

４の項までを１項ずつ繰り上げる｡

附 則

この条例は､ 公布の日から施行する｡
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議案第８号

和歌山市立中学校給食センター条例の制定について

和歌山市立中学校給食センター条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市立中学校給食センター条例

(設置)

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (昭和３１年法律第１６２号) 第３０条の規

定に基づき､ 和歌山市立中学校における給食の調理等に関する業務を処理するため､ 中学校給

食センター (以下 ｢給食センター｣ という｡ ) を設置する｡

(名称及び位置)

第２条 給食センターの名称及び位置は､ 次のとおりとする｡

(管理)

第３条 給食センターは､ 教育委員会が管理する｡

(職員)

第４条 給食センターに､ センター長その他の必要な職員を置く｡

(委任)

第５条 この条例の施行に関し必要な事項は､ 教育委員会規則で定める｡

附 則

この条例は､ 公布の日から起算して１０月を超えない範囲内において規則で定める日から施行

する｡
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名称 位置

和歌山市立中学校給食センター 和歌山市西浜１６６０番地の４０１



議案第９号

和歌山市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市営住宅条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市営住宅条例の一部を改正する条例

和歌山市営住宅条例 (平成９年条例第６８号) の一部を次のように改正する｡

第１１条第１項第１号中 ｢連帯保証人｣ を ｢者であって､ 緊急時に第６１条第１項の市営住宅

監理員及び入居者と連絡ができる者 (第３項において ｢緊急連絡人｣ という｡ ) ｣ に改め､ 同条

第３項中 ｢連帯保証人｣ を ｢緊急連絡人｣ に改める｡

｢

別表第３今福西の項を削り､ 同表岡崎の項中 を

｣

｢
｢

に､ を

｣
｣

｢

に改める｡

｣

附 則

１ この条例は､ 公布の日から施行する｡

２ この条例の施行の日前に連帯保証人になった者の保証契約に係る保証債務については､ なお

従前の例による｡
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昭和３９年度 簡耐平家

簡耐２階

中層耐火

昭和４０年度 簡耐平家
昭和３９年度 簡耐平家

簡耐２階
簡耐２階

中層耐火

昭和４０年度 簡耐平家

簡耐２階



議案第１０号

和歌山市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例

和歌山市特定公共賃貸住宅条例 (平成８年条例第５１号) の一部を次のように改正する｡

第１０条第１項第１号中 ｢連帯保証人｣ を ｢者であって､ 緊急時に第２２条第１項の住宅監理

員及び入居者と連絡ができる者 (第３項において ｢緊急連絡人｣ という｡ ) ｣ に改め､ 同条第３

項中 ｢連帯保証人｣ を ｢緊急連絡人｣ に改める｡

附 則

１ この条例は､ 公布の日から施行する｡

２ この条例の施行の日前に連帯保証人になった者の保証契約に係る保証債務については､ なお

従前の例による｡
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議案第１１号

和歌山市改良住宅条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市改良住宅条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市改良住宅条例の一部を改正する条例

和歌山市改良住宅条例 (平成９年条例第７０号) の一部を次のように改正する｡

第８条第１項中 ｢連帯保証人｣ を ｢者であって､ 緊急時に改良住宅監理員 (第２７条第１項の

規定により準用する市営住宅条例第６１条第１項の規定により任命されたものをいう｡ ) 及び入

居者と連絡ができる者 (次項及び第１７条第１項第１号において ｢緊急連絡人｣ という｡ ) ｣ に

改め､ 同条第２項中 ｢連帯保証人｣ を ｢緊急連絡人｣ に改める｡

第１７条第１項第１号中 ｢連帯保証人｣ を ｢緊急連絡人｣ に改める｡

附 則

１ この条例は､ 公布の日から施行する｡

２ この条例の施行の日前に連帯保証人になった者の保証契約に係る保証債務については､ なお

従前の例による｡
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議案第１２号

和歌山市工業用水道条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市工業用水道条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市工業用水道条例の一部を改正する条例

和歌山市工業用水道条例 (昭和３０年条例第７号) の一部を次のように改正する｡

第２２条第２号を次のように改める｡

(２) 責任消費水量制

基本料金 責任消費水量１立方メートルにつき １３円６４銭

従量料金 責任消費水量以下で使用した水量１立方メートルにつき ４円４０銭

超過料金 責任消費水量を超えて使用した水量１立方メートルにつき ２７円５０銭

ただし､ 従量料金の１月最低額は､ １日当たり１５立方メートルに相当する額とする｡

附 則

１ この条例は､ 令和７年１２月１日から施行する｡

２ この条例による改正後の第２２条第２号の規定は､ 令和８年１月１日以後に行うメーターの

点検に係る料金から適用し､ 同日前に行ったメーターの点検に係る料金については､ なお従前

の例による｡
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議案第１３号

和歌山市水道事業給水条例等の一部を改正する条例の制定について

和歌山市水道事業給水条例等の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市水道事業給水条例等の一部を改正する条例

(和歌山市水道事業給水条例の一部改正)

第１条 和歌山市水道事業給水条例 (昭和３６年条例第８号) の一部を次のように改正する｡

第１０条に次の１項を加える｡

４ 第１項の規定にかかわらず､ 災害その他非常の場合において､ 管理者が必要と認めるとき

は､ 他の水道事業者から法第１６条の２第１項の指定を受けた者が給水装置工事を施行する

ことができる｡ この場合において､ 第２項の規定を準用する｡

第３１条第１項第１号及び第２号中 ｢第１０条第２項｣ の次に ｢ (同条第４項において準用

する場合を含む｡ ) ｣ を加える｡

(和歌山市下水道条例の一部改正)

第２条 和歌山市下水道条例 (昭和５９年条例第１７号) の一部を次のように改正する｡

第７条第１項中 ｢除く｡ ｣ の次に ｢以下この項において同じ｡ ｣ を加え､ 同項に次のただし

書を加える｡

ただし､ 災害その他非常の場合において､ 他の公共下水道管理者の指定を受けた者に､ 排

水設備等の新設等の工事を行わせる必要があると管理者が認めるときは､ この限りでない｡

(和歌山市農業及び漁業集落排水処理施設条例の一部改正)

第３条 和歌山市農業及び漁業集落排水処理施設条例 (平成１２年条例第１３２号) の一部を次

のように改正する｡

第８条に次の１項を加える｡

２ 前項本文の規定にかかわらず､ 災害その他非常の場合において､ 管理者が必要と認めると

きは､ 他の公共下水道管理者 (下水道法 (昭和３３年法律第７９号) 第４条第１項に規定す

る公共下水道管理者をいう｡ ) から指定を受けた者が排水設備の新設等を行うことができる｡

(和歌山市地域汚水処理施設条例の一部改正)

第４条 和歌山市地域汚水処理施設条例 (平成１９年条例第２７号) の一部を次のように改正す

る｡

第７条に次の１項を加える｡

２ 前項本文の規定にかかわらず､ 災害その他非常の場合において､ 市長が必要と認めるとき

は､ 他の公共下水道管理者 (下水道法 (昭和３３年法律第７９号) 第４条第１項に規定する

公共下水道管理者をいう｡ ) から指定を受けた者が排水設備の新設等を行うことができる｡
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附 則

この条例は､ 公布の日から施行する｡
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整理番号 路 線 名 起 点
終 点 備 考

１１－２５７ 宮２５７号線 和歌山市有家
和歌山市有家

１１－２５８ 宮２５８号線 和歌山市有家
和歌山市津秦

１１－２５９ 宮２５９号線 和歌山市有家
和歌山市有家

１１－２６０ 宮２６０号線 和歌山市有家
和歌山市有家

１１－２６１ 宮２６１号線 和歌山市津秦
和歌山市津秦

１１－２６２ 宮２６２号線 和歌山市有家
和歌山市有家

２１－２２１ 木本２２１号線 和歌山市木ノ本
和歌山市木ノ本

２１－２２２ 木本２２２号線 和歌山市木ノ本
和歌山市木ノ本

２１－２２３ 木本２２３号線 和歌山市木ノ本
和歌山市木ノ本

２４－１８４ 岩橋鳴神線 和歌山市岩橋
和歌山市鳴神

２７－１０５ 和佐１０５号線 和歌山市布施屋
和歌山市布施屋

２８－２５７ 安原２５７号線 和歌山市吉原
和歌山市吉原

２９－１０３ 西山東１０３号線 和歌山市吉礼
和歌山市吉礼

２９－１０４ 西山東１０４号線 和歌山市吉礼
和歌山市吉礼

２９－１０５ 西山東１０５号線 和歌山市吉礼
和歌山市吉礼

２９－１０６ 西山東１０６号線 和歌山市吉礼
和歌山市吉礼

３４－２２９ 小倉２２９号線 和歌山市新庄
和歌山市新庄

３４－２３０ 小倉２３０号線 和歌山市新庄
和歌山市新庄

３４－２３１ 小倉２３１号線 和歌山市新庄
和歌山市新庄

議案第１４号

市道路線認定について

道路法第８条第２項の規定により市道の路線を次のとおり認定する｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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整理番号 旧新別 路 線 名 起 点
終 点 備 考

２９－９９
旧 西山東９９号線 和歌山市吉礼

和歌山市吉礼

新 西山東９９号線 和歌山市吉礼
和歌山市吉礼 終点の変更

議案第１５号

市道路線変更について

道路法第１０条第３項の規定により市道の路線を次のとおり変更する｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

― 41 ―



― 42 ―



議案第１６号

あらたに生じた土地の確認について

地方自治法第９条の５第１項の規定により､ 本市内に次の土地があらたに生じたことを確認す

る｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

１ 位置及び面積

和歌山市西浜字中川向ノ坪１６６０番１及び１６６０番４６２の地先公有水面埋立地

１３. ０６平方メートル

２ 埋立人 和歌山県
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議案第１７号

字の区域の変更について

地方自治法第２６０条第１項の規定により､ 本市内の字の区域を次のとおり変更する｡

令和７年９月９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市西浜字中川向ノ坪に編入する区域及び面積

和歌山市西浜字中川向ノ坪１６６０番１及び１６６０番４６２の地先公有水面埋立地

１３. ０６平方メートル
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議案第１８号 

 

   工事請負変更契約の締結について 

 

 令和６年１２月２０日に議会の議決を経た工事請負変更契約について、次のとおり変更契約

を締結したいので、和歌山市財務に関する条例（昭和３９年条例第１２号）第１１条の規定に

より、議会の議決を求める。 

 

  令和７年９月９日提出 

 

                         和歌山県和歌山市長  尾  花  正  啓    

 
 

工 事 名 

 
中央卸売市場青果卸売場棟外建替工事 

 

工 事 場 所  

 

 

和歌山市西浜１６６０番４０１ 

 

変更前の請負代金額 ２，９３８，０５６，０００円 

変更後の請負代金額 ２，９７３，０３２，７００円 

契 約 の 相 手 方  
和歌山市六番丁２６番地 

株式会社小池組 

代表取締役  小 池 康 之 

変 更 理 由  

杭打設中に地中障害物が発見されたため撤去する必要が生じ

たことや、杭打機の設置にあたり軟弱地盤が発見されたため表層

改良を行う必要が生じたことによる増額変更のため。 
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 議案第１９号 

 

 

          工 事 請 負 変 更 契 約 の 締 結 に つ い て 

 

      令和６年３月２１日に議会の議決を経た工事請負契約について、次のとおり変更契約を締結し

たいので、和歌山市財務に関する条例（昭和３９年条例第１２号）第１１条の規定により、議

会の議決を求める。 

 

        令和７年９月９日提出 

 

                                  和歌山県和歌山市長  尾  花  正  啓 

 
 

 工 事 名 中学校給食センター整備運営事業建設工事  

工 事 場 所  和歌山県和歌山市西浜字中川向ノ坪１６６０番４０１ 

変更前の請負代金額 ４，２４６，７６８，９００円 

変更後の請負代金額 ４，４１３，６５７，８６６円 

契 約 の 相 手 方  

三友・アサカワリフォーム特定建設工事共同企業体・ 

中西・武田共同企業体 

代表者 三友・アサカワリフォーム特定建設工事共同企業体 

 代表者 和歌山県和歌山市湊二丁目１２番２７号 

     三友工業株式会社 

     代表取締役社長 矢部 昌俊 

変 更 理 由 
賃金及び物価の変動に基づく請負代金額の増額変更及び環

境低負荷型のエアコンの設置が義務化されたことに伴う増額

変更のため。 
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    議案第２０号 

 

 

         物品購入契約について 

 

      高規格救急自動車の購入について、次のとおり購入契約を締結する。 

       

      令和７年９月９日提出 

 

和歌山県和歌山市長  尾  花  正  啓 

 

 

１ 契約の目的 

  物品 の名称 高規格救急自動車 

  数 量 １台 

      納 入 場 所 和歌山市八番丁１２番地 

             和歌山市消防局 

    ２ 契約の相手方 和歌山市和歌浦東三丁目５番５４号 

             日産プリンス和歌山販売株式会社 

             代表取締役 島村 盛幸 

    ３ 契 約 金 額 ２５，８５０，０００円 

    ４ 契 約 方 法 一般競争入札 
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    議案第２１号 

 

 

         物品購入契約について 

 

      資機材搬送車の購入について、次のとおり購入契約を締結する。 

       

      令和７年９月９日提出 

 

和歌山県和歌山市長  尾  花  正  啓 

 

 

１ 契約の目的 

  物品の名称  資機材搬送車 

  数 量 １台 

      納 入 場 所  和歌山市八番丁１２番地 

             和歌山市消防局 

    ２ 契約の相手方 和歌山市蔵小路１６番地 

             有限会社和歌山防火協会 

             代表取締役 山本 幹哉 

    ３ 契 約 金 額  ２４，３１０，０００円 

    ４ 契 約 方 法  一般競争入札 
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議案第２２号 

   令和６年度和歌山市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和６年度和歌山市水道事業会計未処分利益剰

余金１２９，９２５，３４１円を資本金に組み入れるものとする。 

  令和７年９月９日提出 

                      和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓       
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議案第２３号 

   令和６年度和歌山市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和６年度和歌山市工業用水道事業会計未処分

利益剰余金５２５，８０３，７５６円のうち４０２，７３８，９４５円を建設改良積立金に積み

立て、１２３，０６４，８１１円を資本金に組み入れるものとする。 

  令和７年９月９日提出 

                      和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓       
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議案第２４号 

   令和６年度和歌山市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和６年度和歌山市公共下水道事業会計未処分

利益剰余金１，３４８，０４３，４３９円のうち１，１１１，０６９，５７８円を減債積立金に

積み立て、１，０９０，６１７，８６１円を資本金に組み入れるものとする。 

  令和７年９月９日提出 

                      和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓      
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議案第２５号 

   令和６年度和歌山市農業集落排水事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和６年度和歌山市農業集落排水事業会計未処

分利益剰余金３７，５５７，７８９円のうち１９，６０８，６７９円を減債積立金に積み立て、

１７，９４９，１１０円を資本金に組み入れるものとする。 

  令和７年９月９日提出 

                      和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓       
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議案第２６号 

   令和６年度和歌山市漁業集落排水事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和６年度和歌山市漁業集落排水事業会計未処

分利益剰余金３１，７０９，５８５円のうち１６，６８４，４９２円を減債積立金に積み立て、

１５，０２５，０９３円を資本金に組み入れるものとする。 

  令和７年９月９日提出 

                      和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓       
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